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障害者に対する態度研究で多く用いられる尺度のひとつに Attitude toward Disabled Person 
Scale（ATDP）があり、 “障害者は普通の生活を送ることを期待するべきではない。” 、 “障
害者は多くの場合、健常者よりも攻撃的ではない。” といった複数の質問項目に対して回
答者が 7件法（全くそうは思わない・あまりそうは思わない・ほとんどそう思わない・少










（implicit association test: 以下 IAT）が挙げられる（Greenwald, McGhee, & Schwartz, 1998）。
IATは、個人が内的にもつ概念連合がより早く処理されるという認知心理学的モデルに基
づいて作られており、個人の態度を測定したいターゲットと、それに連合する、もしくは





















には○をつける条件と×をつける条件が設けられている（Kurita & Kusumi, 2009）。
図 1 ．IAT におけるコンピュータディスプレイ表示の例
ることになっているが，ターゲット語には◯をつける条件と☓をつける条件が設けられている


















に対して生じる一過性の脳電位であり，脳波に重畳して記録される（Picton, Bentin, Berg, Donchin, Hillyard, 
Johnson, Miller, Ritter, Ruchikin, Rugg, & Taylor, 2000; 入戸野, 2013）． 






























あり、脳波に重畳して記録される（Picton, Bentin, Berg, Donchin, Hillyard, Johnson, Miller, 












Braren, Zubin, J., & John, 1965）。図 2 は、視覚刺激を用いた 2肢選択反応課題における36
名の ERP波形と、36名分のデータをさらに加算平均した総加算平均波形を示す（入戸野，


















の情報処理機能が明らかにされている（e.g., Cacioppo, Crites, Berntson, & Coles, 1993; 
Sutton, et al., 1965; Kornhuber, & Deecke, 1965; Walter, 1964）。
図 2 ．36名の実験参加者から得られた ERP 加算平均波形（左） 
および全被験者のデータから算出した総加算平均波形（右）（入戸野（2013）Fig. 3を一部改変）。
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 Xiao et al. (2015) は，単語刺激のみを用いた IAT遂行中の脳波を測定し，複数のERP成分の振る舞
いから実験参加者の潜在的な向社会的態度について検討した．向社会的態度とは，援助，共有，そし
て協力といった，他者や社会の利益を考慮した行動を支える心性を指す（e.g., Baston & Powell, 2003）． 












図3.人物顔を基準として得られたERP波形（Ratner & Amodio (2013) Fig.1を一部改変）． 
 













Xiao, Zheng, Wang, Cui, & Chen（2015）は、単語刺激のみを用いた IAT遂行中の脳波を
測定し、複数の ERP成分の振る舞いから実験参加者の潜在的な向社会的態度について検
討した。向社会的態度とは、援助、共有、そして協力といった、他者や社会の利益を考慮





































Cacioppo, Crites, Gardner, & Berntson （1994）  は、態度形成の土台となりうる「対象の評
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図 4 ． 単語刺激に対する一致および不一致








































気共鳴画像法（functional magnetic resonance imaging: fMRI）のような神経科学的指標が用




理をミリ秒単位で反映する生理学的指標である（Picton, et al., 2000）。刺激呈示から最終結
果として反応が生み出されるまでの経緯を検討することができるため、障害者に対する潜
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